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ま え が き 

 

本報告書は，視覚障害者の Windows パソコン及びインターネットの利用状況について，メーリング

リストを通じて調査した結果をまとめたものです。回答された視覚障害者の方々が，職場，あるいは自

宅で，パソコン上でどのようなソフトウェアを使っているのか，インターネットを使ってどのような情

報検索をしているかなどを具体的に記しています。 

回答者はメーリングリスト参加者ですから，ある程度以上の技量をもってパソコンを使っている人た

ちのデータと言えます。これからパソコンを始めてみようという方々，あるいは，現在利用しているが

もっと便利に使いたいと考えている方々には，ソフトウェアの製品名などが参考になるでしょう。 

盲学校におけるパソコンとスクリーンリーダの活用は，児童・生徒が視覚障害による困難を補って学

習に取り組むための重要な手段となっています。本報告書が，盲学校におけるパソコン環境の整備に役

立つことを期待します。 

職場でのパソコン利用状況も掲載しています。就職あるいは雇用継続を考えている視覚障害者，職業

リハビリテーション関係者，及び事業主の方々にとっても有用な情報になるかと思います。 

現在のパソコン利用・学習上の問題点も集計しました。これらのデータは，パソコンメーカー，パソ

コンの基本ソフトメーカー，アプリケーションメーカー，そして研究者など，障害者支援技術に携わる

方々に，今後の研究・開発ニーズの参考としていただけると期待しています。 

これらの結果として，視覚障害児・者の教育と福祉の向上につながれば望外の喜びであります。 
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最後に，本アンケート調査に御回答いただいた視覚障害の方々に厚く御礼申し上げます。 
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